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受賞者：安成 哲平（北海道大学北極域研究センター）

業績：「北海道における大気エアロゾル輸送及び積雪影響に関する研究」

選定理由：

 安成会員は、北海道大学と米国滞在の研究キャリアにおいて一貫して雪氷圏を中心とした太陽

光吸収性エアロゾルに関わる研究を行っている。 太陽光吸収性エアロゾルには、ダスト、ブラック

カーボン、オーガニックカーボンなどがある。安成会員は、この発生・輸送・沈着に関わる研究はも

とより、大気から地面に落ちたあとの積雪の汚れによる雪のアルベドの低下による融雪への影響、

この大気と雪面を通じた相互作用まで、大気から陸面にまで多岐に亘る大気汚染とその陸面・気

候への影響の研究に幅広く関わってきた。2019 年には、上記に関する幅広い視点の研究に対し、

文部科学大臣表彰若手科学者賞を授与された。また、同年に IPCC から出版された「変化する気

候下での海洋・雪氷圏に関する IPCC 特別報告書（IPCC SROCC）」の Chapter 2 において

Contributing Author として貢献した。  

安成会員は、北海道大学在学中、青木輝夫氏が主導する積雪断面観測・大気観測、および衛

星データの地上検証に積極的に参加し、太陽光吸収性エアロゾルと積雪物理量の関係の雪アル

ベドモデル、リモートセンシングによるアルゴリズムの高度化、太陽光吸収性エアロゾルの積雪汚

染への理解を深めることに共同研究者として貢献した。   

また、安成会員は、米国 NASA/GSFC 滞在中、NASA の開発する全球モデル GEOS-5 へ太

陽光吸収性エアロゾルによる積雪汚染効果を計算するスキームを開発・導入した。このモデル開

発にあたって、大学院生時に参加した積雪断面観測などを駆使して、同スキームで計算した積雪

物理量や太陽光吸収性エアロゾルの積雪中濃度の検証を行った。2007/2008 冬期の札幌では、

同スキームのオフライン感度実験から、この冬季札幌の大気中ブラックカーボンをもし取り除いたら、

4 日ほど積雪期間が延びるという興味深い結果が得られた。 

さらに、安成会員は、北大着任後、北海道における大気エアロゾルの観測的研究に力を入れて

おり、 北海道に輸送されてくる越境大気汚染を常時監視できるスーパーサイトを北大内に作るべ

く尽力している。北海道唯一の NASA AERONET サイトの設置や、環境省の「黄砂飛来情報」に

も使用されている地上ライダーの設置は、大気汚染モニタリング観測拠点化に向けた特筆すべき

研究活動といえる。このようなモニタリング観測拠点は、独自の黄砂判別やブラックカーボンの沈着

量検証といった研究へと発展している。 くわえて、安成会員は、森林火災とその大気汚染の発生

要因・影響・予測に関する研究にも力を入れている。2003 年以降北海道の PM2.5 濃度上昇に寄
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与した東ユーラシア域で発生した大規模森林火災 3 事例の発生要因について明らかにした。こ

の論文において、遠隔影響を与えるような大規模森林火災の発生予測には、発生時だけでなく、

発生前の気候・環境状態の考慮が重要であることが提示された。  

安成会員は、以上に述べたように、北海道における大気エアロゾル輸送及び積雪影響に関する

研究において顕著な成果を出していることから、日本気象学会北海道支部賞を贈呈するものであ

る。 
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